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第 l 章では，パラメトキシトルエンの接触気相酸化によるパラメトキシベンズアルデヒドの選択合成において， V2 
05 系固体酸塩基触媒が高い選択性を示すことを見いだしている。また，これら触媒の酸塩基両性質と反応性との相
関性を明らかにしている。






第4章では， MgO-B203組成の固体酸塩基触媒上での α ， βー不飽和カルボニル化合物とアルコール類との気相水素
移動反応による α ， ß- 不飽和アルコールへの選択的還元反応において，アルコールの種類と触媒の反応活性との相
関性を調べている。
第5章では，モノエタノールアミンの気相分子内脱水反応によるエチレンイミンの合成反応において，固体弱酸塩


















4) 固体酸塩基触媒による新規な水素移動反応を α ， βー不飽和カルボニル化合物に適用し，本反応が高選択的な α ，
βー不飽和アルコール合成法となることを見いだしているO また，分極率の高いアルコールを水素供与体に選ぶこ
とにより高い触媒活性が得られることを明らかにしている。
5) 国体酸塩基触媒によるアルカノールアミンの分子内脱水環化反応において，化学的に中性に近い弱酸塩基触媒が
非常に高いイミン生成能を有することを見いだしている。この反応も触媒の弱酸点と弱塩基点との協同作用により
効果的に進行することを明らかにしている。
以上のように，本論文は酸性点と塩基性点を併せ持つ固体酸塩基触媒による気相反応の本質を明らかにしたもので，
工業的に有用な化合物の効率的な簡便合成法を確立している。本研究で見いだされた固体酸塩基触媒による合成反応
は新しい概念、に基づく知見であり，工業化学および合成化学分野の発展に寄与するところが大き L、。よって，本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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